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環境経営方針

江能電機株式会社は、かけがえのない地球環境の保全が、私たち世代
の重要課題の一つであると考え、持続可能な循環境型社会形成に寄与
出来る事業活動を目標とする。

1 販売する電子部品、機器に含まれる有害化学物資の使用禁止及び削減をメ
ーカーと共に推進する。

2 環境関連法規及び当社が同意した各種協定を厳守する。

3 資源・エネルギーの消費や廃棄物の排出状況等をチェックし、環境への負荷
を常に認識し、Reduce（廃棄物削減）、Reuse（再使用）、Recycle（再利用）、グ
リーン購入に取組む。

4 環境保全に関する目標を設定し、取組結果を見直すことにより、継続的な環
境改善に取組む。

5 全従業員に対して、この環境経営方針の周知徹底を図ると共に、環境教育を
計画的に行い、環境保全活動の定着、向上に努めると共に、環境経営計画及
びその状況並びに環境関連情報については｢環境経営レポート｣に取りまとめ
公表する。

制定日2006年1月1日
　　　　　江能電機株式会社

代表取締役社長　　鈴木　隆久
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事業者名 江能電機株式会社
代表取締役社長　鈴木　隆久

所在地 本社 及び 昭島工場  :
長   野   営   業   所 :

東京都昭島市武蔵野3-9-3
長野県上田市上塩尻141-3

環境保全関係の
責任者及び連絡先

環境管理責任者　  : 藤山　輝満

連　　  絡　  　先  　: 江能電機株式会社

T E L   042（541）2295

F A X  042（541）2286

E-mail　fujiyama@eno.co.jp

サ イ ト 責 任 者 　: 同上

事業内容 各種電子機器、電子部品の仕入販売

主としてコネクターメーカーからコネクターを仕入れユー
ザーである電子機器メーカーに納入する商社

事業規模 売上 :　1,338（百万円）

　（2022年度） 従業員 :　29名

面積 :　856㎡

所在地 従業員数 面積（㎡）

本社及び昭島工場 21 498

長野営業所 8 358

＜本社＞ 　  　　＜長野＞

１．事業活動の概要
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責任者 役割・権限

社長
１．経営における課題とチャンスの明確化
２．環境経営方針の決定
３．運用に必要な経営資源の準備
４．環境経営システムの実施
５．環境管理責任者、環境管理委員の任命
６．環境経営目標、環境経営計画、各規定類の承認
７．その他の報告事項に関する承認

代表者　鈴木隆久

環境管理責任者
１．環境管理委員会の運用
２．環境経営システムの推進
３．社長に上記の実績及び見直し記録の報告

環境管理委員会
１．環境経営目標、実施計画の確認評価
２．上記の運用状況を審議、改善
３.　環境管理責任者への支援

従業員

長野営業所
１．環境活動推進
２．ダンボール、梱包材の再利用促進

工場
１．環境活動推進
２．マニフェストの発行及び管理
３．各室内温度のデータ収集

業務部 １．環境活動推進
２．段ボール、梱包材の再利用推進

営業部
１．環境活動推進
２．活動計画の実績データ整理（パソコン入力）

総務部
１．環境活動推進
２．グリーン購入の推進
３．電力、水道費用のデータ収集

２．江能電機環境管理体制図概要
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削減項目

2021年
実績

（基準値）

2022年目標
21年度比0.2%減

（節水・グリーン購

入現状維持）

2022年実績
評価

目標増減率％ 計画

計画
の

実施
状況

① ② ③ ④＝（③/②）×100

1.CO2
（kg-CO2）

35,200 35,130 32,214 
〇

（91％）
〇

1-1.電力
上段（kg-
CO2）

下段（kWh）

　　　　　※

25,725 25,674 21,522 
〇

（84％）

室内照明は始業事の

5分前から

昼休み消灯

冷房時室内温度28度

暖房時室内温度24度

〇

55,493 55,382 46,415 

1-2.ｶﾞｿﾘﾝ
上段（kg-
CO2）

下段（L）

　　　　　※

9,475 9,456 10,692 
×

（113％）

停車中のアイドリング

ストップ

運行効率化のための

計画運行

〇

4,084 4,076 4,609 

2-1.一般廃
棄物（kg)

1,507 1,504 1,419 
〇

（94％）

リサイクル紙と焼却紙の

分別徹底

コピー用紙裏紙再利用

納入されたダンボール箱

再利用

〇

2-2.産業廃
棄物（kg)

249 249 205 
〇

（82％）
緩衝材等を再利用する 〇

3.節水（㎥） 151 151 164 
〇

（108％）
節水こまの取り付け 〇

4.グリーン
購入（％）

100 100 100 
〇 文房具注文はすべて、グ

リーン購入適合商品の購

入
〇

５．化学物
質管理

法厳守 法厳守 法厳守 〇
化学物資の審査及び

製造等の規則に関する

法律の厳守
〇

〇目標達成　△目標未達成但し特別事象あり　✕目標未達

※CO2排出係数について

本社:2020年東京電力㈱調整後排出係数0.462kｇ－CO2/kWhを使用

長野:2020年中部電力㈱調整後排出係数0.472kｇ－CO2/kWhを使用

※次ページに詳細有り

３―１．2022環境経営目標と実績
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1-1.電力

1-2.ガソリン

３ー２．2021環境経営目標と実績（一部詳細）
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項目
2021年実績
（本社・長野）

2023年
21年度目標
（本社・長野）
0.25％削減

2024年
21年度目標
（本社・長野）
0.3％削減

2025年
21年度目標
（本社・長野）
0.3％削減

1.CO2
（kg-CO2）

35,200 35,112 35,094 35,094 

1-1.電力
（kg-CO2）

（kWh）

25,725 25,661 25,648 25,648 

55,493 55,354 55,327 55,327 

1-2.ｶﾞｿﾘﾝ
（kg-CO2）
（L）

9,475 9,451 9,447 9,447 

4,084 4,074 4,072 4,072 

2-1.一般廃棄
物（kg)

1,507 1,503 1,502 1,502 

2-2.産業廃棄
物（kg)

249 249 249 249 

3.節水（㎥） 151 151 151 151 

4.グリーン購
入（％）

100 100 100 100

※CO2排出係数について

本社:2020年東京電力㈱調整後排出係数0.462kｇ－CO2/kWhを使用

長野:2020年中部電力㈱調整後排出係数0.472kｇ－CO2/kWhを使用

※ガソリン　2.32kg－CO2/Lを使用

　 　次年度の取り組みについては上記記載の通り。

　企業活動の売上成績（仕入内容）で大きく変動するため、中長期目標に関しては2021年度数値を基
準とする。

４．中長期目標

４-１．次年度の取り組み
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適用する法律 遵守事項 実施日 担当 評価

1
廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

廃棄物置場の表示と分別
収集運搬／処理事業者それぞれとの委託契約
契約事業者の許可証の確認と保管
マニュフェスト伝票の適正管理
産業廃棄物管理票交付等状況報告書
（水銀廃棄物の適正処理含む）

2023/3/17 藤山 〇

2

RoHS指令
（電気・電子機器に対する特
定有害物質の使用制限に関
するEU指令）

電気・電子機器に対する特定有害物質の使用制限
（客先要望があったら、メーカーからの特定化学物質
含有情報シートを取得し提出）

2023/3/17 藤山 〇

3 家電リサイクル法 廃棄時に適正処理 2023/3/17 藤山 〇

4 小型家電リサイクル法 廃棄時に適正処理 2023/3/17 藤山 〇

5 自動車リサイクル法 車検証にて確認 2023/3/17 藤山 〇

6 フロン排出抑制法
３か月に一度、業務用エアコンの簡易目視検査を実施
する
廃棄時の委託確認書、引取証明書の保管

2023/3/17 藤山 〇

　 遵守評価については2023年3月に環境管理委員会で確認し評価を実施。

環境関連法規、条例の規制等の変更については、2022年12月に環境責任者が調査し大きな変更はなか
った。

環境関連法規制、その他要求事項について違反事項はなかった。

関係機関等からの法規制違反の指摘および訴訟などの請求はなかった。

関係当局よりの違反などの指摘は過去3年以上なかった。

５．環境関連法規への違反、訴訟の有無
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1） 主要な取組

環境目標の４項目（二酸化炭素排出削減、廃棄物の削減、節水、グリーン購入の促進）

2） 環境目標と実績

1 CO2の削減

2022年度目標 35,130kg-CO2 結果 32,214kg-CO2 ▲9％

1-1 電力使用量

2022年度目標 25,674kg-CO2 結果 21,522kg-CO2 ▲16%

昨年同様に新型コロナウィルスの影響で1年を通じて換気をしながら空調利用を致しました
が、本社エアコン設備変更および全社LED照明に変更した結果が表れた。今後も節電対策
についてはできるところは引き続き継続していきます。

1-2 ガソリン使用量

2022年度目標 9,456kg-CO2 結果 10,692kg-CO2 13%

近年の新型コロナウィルスに伴う営業活動の緩和に伴い社用車の頻度が増加した結果がガ
ソリン使用量増加。2023年度も営業活動増加で社用車使用増加が見込まれるため、引き続
き加速の少ない運転やエアコン使用を控えめに行い、ＣＯ２削減につなげていく。

2 廃棄物の削減

2022年度目標 結果

一般廃棄物 1,504 1,419 ▲6％

産業廃棄物 249 205 （kg) ▲18％

例年通りリサイクル用紙、ダンボール等の選別を実施した。コピー用紙の再利用の他、複合
機の無駄な印刷を出力しない機能の利用の他、用紙で業務申請等を2020年に無駄な印刷
を出力しない装置を導入し廃棄用紙の削減を実施した。
産業廃棄物である廃プラについては、仕入時に発生する梱包材およびプラスティックトレー
が要因で取引内容に応じて変動するが、今後も再利用を行い、企画にあわないプラスチック
容器のみ廃棄の徹底を行う。

3 節水 8%

目標設定値については、2021年度実績の151㎥を2022年度の目標とさせていただきました
。結果的には164㎥の使用となり目標を達成することはできませんでいたが、水漏れ等の事
故はなく適正と判断をしておりますが、今後の目標値についても再度151㎥とし、節水を意識
し活動を致します。

4 グリーン購入の促進

例年通りコピー用紙、封筒は再生紙等のグリーン購入適合商品をすべて購入した。今後につ
いてもグリーン購入適合商品の購入を継続していくが、今期節水同様に目標項目クリアした
ときから削除し、次年度に反映致します。

６．環境経営目標の取組結果の評価
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全体評価 2023年6月1日

エコアクション21活動は2006年に取得し取組んできました。環境問題へ
の対応は、数字化された環境負荷およびその原因となる原因状況を正確
に把握し活動してまいりました。2022年度は電力削減項目に着手し、本
社照明器具をLED取替え、および15年以上使用してきた空調設備につい
ては、新しい空調設備に交換を致しました。その結果昨年同様にコロナウ
ィルス感染防止のため、窓を空け換気の実施をしておりましたが、省エネ
対応商品および社員の節電意識が電力使用量の減少につながりました。
今後についても更に節電意識を高め二酸化炭素削減に努めて参ります。
産業廃棄物に関してはより一層適正な処理に取り組み、仕分け作業の効
率化に努め、分別を細分化し使用できるものを繰り返し使い、廃棄物を資
源として再び利用することを忘れないで努めていきます。

　　　 江能電機株式会社
　　　 代表取締役　　鈴木　隆久

環境経営方針 ■変更なし　　□変更なし
環境経営目標 ■変更なし　　□変更なし
環境経営計画 ■変更なし　　□変更なし
環境に関する組織・実施体制 ■変更なし　　□変更なし
環境経営システム ■変更なし　　□変更なし

７．代表者による全体評価と見直しの結果
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